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常任委員会の審査報告から

特別委員会の中間報告から
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第
45
号
議
案

府
中
市
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
及
び
給
与
の
特
例
に
関
す

る
条
例

第
58
号
議
案

令
和
２
年
度
府
中
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の

認
定
に
つ
い
て

第
47
号
議
案

府
中
市
立
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
こ
の
議
案
は
、
専
門
的
な
知
識
経
験
な
ど
を
有
す
る
者
の
採
用
の

円
滑
化
を
図
り
、
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
に
あ
た
り
、
職
員

の
任
期
を
定
め
た
採
用
及
び
当
該
任
期
付
き
職
員
の
給
与
の
特
例
に

関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
た
め
、
新
た
に
条
例
を
制
定
す
る
も
の

　
質
疑
に
対
し
て
、
「
特
定
任
期
付
職
員
と
し
て
、
26
市
の
中
で
７

市
が
弁
護
士
を
雇
用
し
て
い
る
ほ
か
、
デ
ジ
タ
ル
化
や
特
別
支
援
教

育
で
の
人
材
雇
用
が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
」
等
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　
委
員
か
ら
、
「
各
課
の
困
り
事
の
解
決
に
向
け
、
こ
の
制
度
が
活

用
さ
れ
る
こ
と
を
願
い
、
本
案
に
賛
成
す
る
」
等
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　
審
査
の
結
果
、
本
案
に
つ
い
て
は
、
全
員
異
議
な
く
、
原
案
の
と

お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

　
本
決
算
の
総
額
は
、
歳
入
が
２
２
８
億
３
９
１
８
万
３
０
０
０
円

で
執
行
率
97
％
、
歳
出
が
２
２
６
億
７
２
８
３
万
４
０
０
０
円
で
執

行
率
96
・
３
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
質
疑
に
対
し
て
、
「
令
和
２
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
へ
の
対
応
と
し
て
、
保
険
税
の
減
免
や
同
感
染
症
に
係
る
傷
病

手
当
金
制
度
の
創
設
を
行
っ
た
」
等
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　
委
員
か
ら
、
「
傷
病
手
当
金
に
つ
い
て
は
、
市
独
自
の
対
応
と
し

て
、
事
業
所
得
者
へ
の
適
用
を
要
望
す
る
」
等
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　
審
査
の
結
果
、
本
案
に
つ
い
て
は
、
全
員
異
議
な
く
、
認
定
す
べ

き
も
の
と
決
定
し
た
。

　
こ
の
議
案
は
、
市
立
公
園
に
お
い
て
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
す

る
こ
と
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の

　
質
疑
に
対
し
て
、
「
指
定
管
理
者
と
な
る
事
業
者
は
、
多
岐
に
わ

た
る
業
務
を
行
う
た
め
、
造
園
関
係
や
施
設
修
繕
関
係
な
ど
複
数
の

事
業
者
が
一
つ
の
共
同
事
業
体
を
形
成
し
、
受
託
し
て
も
ら
う
こ
と

を
想
定
し
て
い
る
」
等
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　
委
員
か
ら
、
「
公
園
管
理
に
関
す
る
近
隣
住
民
か
ら
の
苦
情
に
つ

い
て
は
、
市
が
し
っ
か
り
と
関
与
す
る
体
制
を
と
っ
て
ほ
し
い
。
ま

た
、
制
度
設
計
上
、
福
祉
団
体
等
に
よ
る
公
園
清
掃
が
こ
れ
か
ら
も

安
定
的
に
維
持
で
き
る
よ
う
希
望
す
る
」
等
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　
審
査
の
結
果
、
本
案
に
つ
い
て
は
、
全
員
異
議
な
く
、
原
案
の
と

お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

基

地

等

跡

地

対

策

特

別

委

員

会

　
調
布
基
地
跡
地
の
状
況
に
つ
い
て
、
調
布
飛
行
場
の
自

家
用
機
分
散
移
転
に
係
る
大
島
空
港
格
納
庫
の
新
築
工
事

が
、
令
和
３
年
６
月
14
日
に
竣
工
し
た
。

　
府
中
基
地
跡
地
留
保
地
の
中
心
部
分
に
位
置
す
る
米
軍

府
中
通
信
施
設
に
つ
い
て
、
３
年
８
月
５
日
の
日
米
合
同

委
員
会
に
お
い
て
、
同
施
設
の
土
地
及
び
建
物
等
の
全
部

を
、
３
年
９
月
30
日
ま
で
に
日
本
へ
返
還
す
る
こ
と
の
承

認
を
得
た
と
の
発
表
が
防
衛
省
か
ら
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
航
空
自
衛
隊
府
中
基
地
に
お
け
る
宇
宙
作
戦
群	

（
仮
称
）
の
改
編
に
つ
い
て
、
５
年
度
か
ら
宇
宙
の
状
況

把
握
に
係
る
運
用
を
開
始
す
る
た
め
、
２
年
度
に
宇
宙
作

戦
隊
が
同
基
地
に
新
編
さ
れ
た
が
、
３
年
度
中
に
は
宇
宙

作
戦
群
が
同
基
地
に
新
編
さ
れ
る
な
ど
の
報
告
が
あ
り
、

こ
れ
を
了
承
し
た
。

市

庁

舎

建

設

特

別

委

員

会

　
新
庁
舎
建
設
工
事
の
進
捗
率
に
つ
い
て
、
令
和
３
年
８

月
16
日
時
点
の
既
存
庁
舎
解
体
工
事
及
び
「
は
な
れ
」
工

事
を
含
め
た
全
体
の
進
捗
率
は
２
・
５
％
、
「
お
も
や
」

工
事
の
み
の
進
捗
率
は
５
・
８
％
で
あ
る
。
今
後
の
予
定

と
し
て
、
３
年
10
月
に
基
礎
躯く

体
工
事
、
３
年
11
月
に
地

下
１
階
の
躯
体
工
事
に
着
手
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　

　
な
お
、
着
工
後
、
約
４
か
月
が
経
過
し
て
い
る
が
、
遅

延
等
は
な
く
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
当
初
の
計
画
ど
お
り
に

工
事
が
進
ん
で
い
る
。

　
備
品
購
入
等
に
関
す
る
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い

て
は
、
備
品
購
入
、
移
転
及
び
備
品
処
分
に
関
す
る
計
画

を
、
３
年
中
に
作
成
す
る
予
定
で
あ
る
な
ど
の
報
告
が
あ

り
、
こ
れ
を
了
承
し
た
。

学
校
施
設
老
朽
化
対
策
特
別
委
員
会

　
次
期
実
施
校
で
あ
る
第
三
小
学
校
の
改
築
事
業
に
つ
い

て
、
基
本
計
画
及
び
基
本
設
計
の
完
了
時
期
を
、
３
か
月

延
長
し
、
令
和
４
年
３
月
ま
で
に
変
更
し
た
。
第
六
小
学

校
改
築
事
業
に
伴
う
基
本
計
画
に
つ
い
て
、
同
計
画
は
背

景
と
目
的
や
改
築
校
の
概
要
な
ど
の
全
４
章
か
ら
構
成
さ

れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　
学
校
の
適
正
規
模
・
適
正
配
置
に
係
る
取
組
に
つ
い
て

は
、
市
学
校
適
正
規
模
・
適
正
配
置
検
討
協
議
会
か
ら
、

検
討
時
期
、
学
校
施
設
改
築
・
長
寿
命
化
改
修
計
画
と
の

連
携
、
適
正
規
模
・
適
正
配
置
に
見
直
す
た
め
の
グ
ル
ー

プ
分
け
及
び
適
正
規
模
の
範
囲
に
近
づ
け
る
た
め
の
対
応

策
な
ど
、
適
正
規
模
・
適
正
配
置
を
推
進
す
る
上
で
の
基

本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て
答
申
が
あ
っ
た
な
ど
の
報
告
が

あ
り
、
こ
れ
を
了
承
し
た
。

公
契
約
関
係
競
売
入
札
妨
害
事
件
に

係
る
再
発
防
止
対
策
特
別
委
員
会

 

　
令
和
３
年
７
月
７
日
に
開
催

さ
れ
た
委
員
会
に
つ
い
て
は
、

倫
理
条
例
に
係
る
検
討
と
し
て
、

前
文
、
目
的
、
責
務
に
つ
い
て

議
員
間
討
議
を
行
っ
た
。
そ
の

後
、
前
文
、
目
的
に
つ
い
て
現

段
階
で
の
取
り
ま
と
め
を
行
い
、

議
員
と
議
会
の
責
務
に
つ
い
て

は
、
委
員
会
で
の
議
論
を
踏
ま

え
、
次
回
の
委
員
会
で
案
文
を

示
し
、
協
議
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
３
年
８
月
６
日
に
開
催
さ
れ

た
委
員
会
に
つ
い
て
は
、
倫
理

条
例
に
係
る
検
討
と
し
て
、
配

布
資
料
を
基
に
、
議
員
と
議
会

の
責
務
、
市
民
の
責
務
及
び
政

治
倫
理
基
準
に
つ
い
て
議
員
間

討
議
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
議

員
と
議
会
の
責
務
に
つ
い
て
は

取
り
ま
と
め
を
行
い
、
市
民
の

責
務
に
つ
い
て
は
、
委
員
会
で

の
議
論
を
踏
ま
え
、
次
回
に
案

文
を
示
し
、
協
議
す
る
こ
と
と

し
た
。
ま
た
、
倫
理
基
準
項
目

に
つ
い
て
は
、
項
目
ご
と
に
取

り
ま
と
め
、
次
回
の
委
員
会
で

協
議
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
３
年
９
月
２
日
に
開
催
さ
れ

た
委
員
会
に
つ
い
て
は
、
倫
理

条
例
に
係
る
検
討
と
し
て
、
政

治
倫
理
条
例
（
仮
称
）
の
条
文

案
、
市
民
の
責
務
及
び
政
治
倫

理
基
準
に
つ
い
て
議
員
間
討
議

を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
議
会
の

決
議
に
掲
げ
た
市
職
員
と
議
員

と
の
関
係
性
に
つ
い
て
の
検
証

や
市
民
参
画
等
に
つ
い
て
倫
理

条
例
に
規
定
が
で
き
な
い
な
ら

ば
議
会
基
本
条
例
の
見
直
し
を

検
討
す
べ
き
と
の
意
見
に
つ
い

て
議
員
間
討
議
を
行
っ
た
な
ど

の
報
告
が
あ
り
、
こ
れ
を
了
承

す
る
と
と
も
に
、
議
会
閉
会
中

に
お
け
る
継
続
審
査
と
し
た
。

一般質問・常任委員会・特別委員会

竹
内

祐
子

議
員（
共
産
）　
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と

し
て
、
自
宅
療
養
者
の
た
め
に
臨

時
宿
泊
療
養
施
設
を
設
置
す
る
こ

と
に
つ
い
て
、
市
の
考
え
は
。

福
祉
保
健
部
長
　
臨
時
宿
泊
療
養

施
設
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
感
染

症
法
に
基
づ
き
、
良
質
か
つ
適
切

な
医
療
を
提
供
す
る
と
い
う
観
点

か
ら
、
国
や
都
が
対
応
す
べ
き
も

の
と
捉
え
て
い
る
。

議
員
　
感
染
力
の
強
い
変
異
ウ
イ

ル
ス
の
出
現
で
、
子
ど
も
へ
の
感

染
が
急
激
に
増
え
て
い
る
。
そ
こ

で
、
学
校
や
学
童
ク
ラ
ブ
で
感
染

が
発
生
し
た
際
の
対
応
は
。

教
育
部
長
　
学
校
で
は
、
感
染
が

疑
わ
れ
る
体
調
不
良
者
が
出
た
場

合
、
別
室
対
応
と
し
、
保
護
者
に

連
絡
の
上
、
医
療
機
関
へ
の
受
診

を
勧
め
る
。
更
に
、
マ
ス
ク
の
着

用
状
況
等
を
保
健
所
に
情
報
提
供

し
、
濃
厚
接
触
者
の
有
無
の
判
断

を
待
つ
。
学
童
ク
ラ
ブ
は
、
原
則
、

開
館
を
継
続
す
る
が
、
施
設
内
の

感
染
拡
大
の
可
能
性
が
あ
る
場
合

は
、
臨
時
休
館
を
実
施
す
る
な
ど

保
健
所
と
連
携
し
対
応
す
る
。

他 

「
生
活
保
護
は
権
利
」
、
制
度
の
理

解
を
深
め
、
た
め
ら
わ
な
い
申
請
を
可

能
に
す
る
た
め
に

前
川

浩
子

議
員（
市
フ
ォ
）　
令
和

元
年
10
月
か
ら
幼
児
教
育
・
保
育

の
無
償
化
が
始
ま
っ
た
が
、
対
象

外
と
な
っ
た
幼
稚
園
等
も
あ
っ
た
。

　
そ
こ
で
、
同
無
償
化
の
対
象
と

は
な
ら
な
い
多
様
な
集
団
活
動
を

利
用
す
る
幼
児
の
保
護
者
に
対
し
、

経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
支
援
事
業
が
３
年

４
月
か
ら
開
始
さ
れ
た
。
　

　
こ
の
支
援
事
業
を
実
施
す
る
場

合
、
市
が
国
に
意
思
表
示
を
す
る

必
要
が
あ
る
が
、
対
象
と
な
る
施

設
や
そ
の
利
用
者
か
ら
相
談
が
あ

っ
た
場
合
、
ど
う
対
応
す
る
か
。

子
ど
も
家
庭
部
長
　
経
済
的
負
担

の
軽
減
は
重
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
た
め
、
速
や
か
に
対
応
で
き

る
よ
う
に
準
備
を
進
め
て
い
く
。

議
員
　
朝
鮮
幼
稚
園
や
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
な
ど
市
内

外
の
各
種
学
校
を
利
用
す
る
市
民

へ
の
支
援
に
つ
い
て
市
の
考
え
は
。

子
ど
も
家
庭
部
長
　
当
該
施
設
が

こ
の
支
援
事
業
の
適
用
を
希
望
し
、

か
つ
国
の
定
め
る
基
準
に
適
合
す

る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
、
利
用
者

で
あ
る
市
民
へ
の
支
援
は
、
本
市

が
担
う
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

他 

「
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て

臨時宿泊療養施設の設置

市　　の　　考　　え　　は

国や都が対応すべきものと

捉 え て い る

多

様

な

集

団

活

動

を

利

用

す

る

幼
児
の
保
護
者
に
対
す
る
支
援
事
業

利
用
者
か
ら
相
談
が
あ
っ
た
場
合
の
対
応
は

速

や

か

に

対

応

で

き

る

よ

う

準

備

を

進

め

て

い

く

▲�距離を保っての間食の様子
（学童クラブ）

※�文教委員会に付託された議案は
ありませんでした。


